
幼保連携型認定こども園「蓮代寺こども園」 

令和 7 年度事業計画 

園長：片桐 真二 / 副園長：宮越 洋美 

★中長期計画(5 ケ年計画) 

●教育保育目標 

 「健康な心と体」 

「あふれる意欲と好奇心」 

 「豊かな感情と道徳性」 

●施設整備計画 

年度 R6 R7 R8 R9 R10 

計画      

●人事計画目標 

・処遇改善加算Ⅱの効果的運用による人材育成と組織力向上。 

・職員研修規程の積極的運用、キャリアパスフレームに基づいた

職員一人一人の資質向上とキャリアの構築。 

・OJT の実施による若手職員の育成。 

・学生アルバイトの募集。 

●収支計画目標 

・園児数の確保と職員の適正配置による運営及び加算、補助金

の確保。 

★単年度事業計画 

●教育保育計画 

・子ども一人一人の安心安全を土台に(安全)、環境との関わり

を通しての主体的な活動を尊重し(自然)、人との関わりを楽

しみながら社会性・人間性を育んでいく(積善) 。 

・異年齢交流をいっそう促進し、活動の幅を広げるとともに、

年上児へのあこがれや年下児への思いやりなどを育む。 

・すまいる農園での活動を通して、自然の移り変わりや収穫の

喜び、人との触れ合いなど、様々な感動を十分に得られるよ

うにする。 

●食育計画 

・すまいる農園での栽培や収穫、食材に触れる体験などを通して、

自然の恵みと食に携わる人への感謝の気持ちを持ち、豊かな

心と体を育てる。 

・年齢に応じた食事のマナーを身につける。 

・地元で採れた野菜の提供等、地産地消を推進する。 

●保健衛生計画 

・子どもたちが心身ともに健康で安全に過ごせるよう保健管理

(心身面･環境面)を適切に実施していく。 

・子どもたちが自分の体や健康に関心を持ち、より健康な生活

を送ることができる意欲と実践力を育てる。 

・感染症等の予防に努め、子どもたちへの指導や家庭への積極

的な情報発信による協力の呼びかけ等を行う。 

●子育て支援計画 

・保護者との相互理解のもと、子どもの育ちを家庭と連携して

支援していくとともに、子どもと保護者のニーズに応えた多

様な事業・活動を展開する。(体調不良児対応型、預かり保

育、障害児保育、一時預かり事業、保育参加等) 

・地域の子育て支援センターとして、(子育て親子の交流の場の

提供と交流の促進(きらきらぼし)の他、子育て家庭や妊婦の

相談と援助、地域の子育て関連情報の提供などを通して保護

者及び地域が有している子育ての力の向上を支援する。 

●小学校との連携・接続 

・学校見学、交流会(1 年生)、連絡会、園長･小学校長や職員の

相互参観や意見交換、その他により積極的に連携を図るとと

もに、幼児教育への理解を促進する。 

 

 

 

 

●地域との連携 

・地域の方々との交流活動の充実及び地域文化の継承。(蓮代寺

太鼓・がめつき音頭他) 

・情報誌を作成・配布し、園の取り組みを積極的に発信する。 

・スマイルサポート(買い物バスの運行)による支援、スマイル

農園の活用による高齢者等との交流。 

・災害時における地元町内との協力体制。 

 

●加算事業実施予定 

加算事業状況 加算事業 

加
算
部
分
① 

実施 

事業 

処遇改善等Ⅰ、副園長・教頭配置、学級編成調整、

3 歳児配置改善、満 3 歳児対応加配(未定)、チーム

保育加算，通園送迎，給食実施、講師配置 

未実施 外部監査費 

加
算
部
分
② 

実施 

事業 

療育支援、事務職員配置、処遇改善等Ⅱ/Ⅲ、 

冷暖房費 

未実施 除雪費、降灰除去費、栄養管理 

3 月事 

業報告 

施設関係者評価、高齢者活躍促進、施設機能強化

推進、小学校接続 

●特別保育事業等実施予定 

特別保育事業 補助金の有無 実施状況 

延長保育促進事業 適用あり 実施 

病児保育事業(体調不良児) 適用あり 1 名配置 

地域子育て支援事業 小松市廃止 実施 

一時預かり事業 適用あり 利用予定 

保育体制強化事業 適用あり 職員配置 

保育補助者雇上強化事業 適用あり 職員配置 

外国児童支援事業 適用なし 在籍なし 

●小松市単独保育事業等実施予定 

保育環境支援(障碍者雇用枠) 50,000 円/月 実施なし 

通園バス運行支援事業  利用予定 

住居支援事業  利用予定 

   
 

 
 

★定員と入園状況(下段は 4 月入園予定人数) 

定員 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 小計 合計 

1 号 
 

 5 5 5 15 

85  2 6 5 13 

2 号 

 11 11 11 33 

 14 11 7 32 75 

(88.2%) 

対前年 

▲6 

3 号 

10 12 15  37 

4 9 17  30 

 

 


